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温かいご支援をありがとうございます

沈黙の支えによって                 
NPO法人あおもりいのちの電話

                    理事長 石川 敞一 

あおもりいのちの電話が開設してから、早いもので
この4月で20年の月日が流れました。言葉に出来ない
感謝でいっぱいです。相談員の減少もあり、すべてに
おいて電話を取ることの出来ない時間帯はあります
が、20年間、毎日電話を取り続けることが出来たこと
は、相談員のみならず、今日まで変わることなく貴い
支援してくださる多くの方々がおられたことを心新た
に思い起こしています。改めて心から感謝申し上げま
す。
 さて、電話を受ける際、相談員にとって、克服の難
しい、時には足をすくわれかねない苦手のひとつに「沈
黙」があります。言葉が途切れてしまうことは、誰も
が経験する恐怖です。「何か言わなければ！」との強
迫観念が襲ってきます。場を取り繕うように取りあえ
ず発する言葉は、殆どの場合は的外れです。
 人間は沈黙を恐れます。一種の死の匂いが漂うよう
に感じるからでしょう。対話において、言葉が途切れ、
沈黙が支配しはじめると、不安がそこに忍び込みます。
そして、慌てて、「ともかく」言葉を発することとな
ります。そこでの言葉は、場を取り繕うための、不安
を解消するための、コーラーの心に寄り添うことの出
来ていない「ことば」となります。
 聖書の中に、姦淫の現場で捕らえられた女をめぐる、
イエスと反対勢力の対決の場面があります。彼らはイ
エスに、女をどのように扱うべきかを問います。「モ
ーセはこのような女は石で打ち殺せと行っているが、
おまえはどうするのか？」と。それに対しイエスは、
しばらくの時、身をかがめ地面に何かを書いて沈黙を
します。イエスを糾弾する熾烈さを増す激しい言葉の
中で、長い沈黙を経て発せられたイエスの言葉は、「あ
なた方の中で罪のない者が、先ずこの女に石を投げつ
けるがよい」でした。罪を犯した女を介し、イエスに

向けられていた問いが、今や、翻って激しく自分達を
追い詰めることとなったのです。そしてイエスは「ま
た身をかがめ、地面にものを書きつづけられた（再び
沈黙した）」とあります。そしてイエスを陥れようと
した人々は去っていきます。
 「沈黙」、それはわたしたちの不安を取り繕うため
に言葉を探す時ではなく、コーラーの思いを共に分か
ち合う時として差し出されたものなのではないでしょ
うか？「沈黙が常に傍にあるということは、ゆるしと
愛が傍にあることを意味している。沈黙はゆるしと愛
のための自然な土台にほかならないからだ」（M・ピ
カート）
 沈黙を聴くことはもちろん、容易ならざることであ
るのは言うまでもありません。ラジオは、ダイヤルが
合っていなければ音声は聞こえず沈黙しているだけで
す。しかし、ダイヤルが合ってくると言葉が、音楽が
聞こえてきます。それと同じように、沈黙は相手の心
の周波数に、こちらの心の周波数を合わせるためのま
たとない良き機会と考えることは出来ないでしょう
か。沈黙に限らず、いのちの電話を通しての関わりは、
こちら側のパーソナリティが究極的には問われている
ように思います。心に寄り添うことの難しさを改めて
覚える今日此の頃です。
 このことを考える中で、「あおもりいのちの電話」
もまた、深い、多くの方の沈黙によって支えられてき
たことを覚え、感謝が溢れます。 
泣くより泣かぬ苦しさは 鳴く蝉よりもなかなかに  
     鳴かぬ蛍が身を焦がす   （堀川御所桜）  
音もせで思いに燃ゆる蛍こそ  

鳴く虫よりも哀れなりけれ  
－後捨遺和歌集（源 重之）－ 

　あおもりいのちの電話のために、ご支援をいただいた方々は次の通りです。
　資金ボランティアとしてあおもりいのちの電話相談活動をお支え下さり、心から感謝申し上げます。

阿 部 信 子 一 戸 和 子 工 藤 範 子 柴 田 賢 中 村 妙 子 山 内 あ さ 子
新 屋 敷 慶 子 今 井 克 子 小 山 真 貴 子 下 山 秀 子 奈 良 晶 横 山 キ ミ
今 谷 孝 子 岩 谷 和 子 今 野 あ け み 高 野 節 子 奈 良 浩 吉 田 智 子
石 川 敞 一 牛 山 敬 斉 藤 朝 子 武 田 麗 子 長 谷 川 之 子 匿 名 2 件
石 川 康 長 内 妙 子 齋 藤 稔 竹ケ原やすし 藤 林 正 雄
石 澤 誠 小 田 桐 静 子 斉 藤 渉 田 中 真 藤 林 百 合 子
石 戸 谷 正 子 工 藤 純 子 佐 藤 知 恵 谷 川 む つ 子 村 上 修

阿 部 三 枝 子 大 塚 恵 子 木 立 紀 子 佐 々 木 久 慶 戸 川 克 己 本 間 昭 夫
阿 保 ツ ネ 子 大 平 絢 子 工 藤 千 賀 子 佐々木眞千子 中 津 純 三 松 尾 慶 子
阿 保 文 子 小 笠 原 和 子 工 藤 哲 生 佐 藤 眞 中 村 み つ え 三 浦 朱 美
石 岡 昭 奥 田 稔 工 藤 範 子 三 戸 千 恵 子 野 田 美 保 子 宮 本 曉 子
石 川 敞 一 小 山 内 啓 小 泉 美 奈 美 神 崇 子 乗 田 裕 子 三 和 千 枝 子
石 川 康 小 山 内 健 士 高 僖 晙 田 中 真 東 山 英 子 吉 田 孝 子
石 澤 恵 美 子 小田切今日子 越 田 静 田 中 光 江 福 眞 和 子
石 田 悟 小 山 隆 公 斎 藤 り え 子 田 中 洋 子 藤 田 美 穂
石 戸 谷 正 子 小 山 テ ル 齋 藤 る り 子 谷 山 理 阿 乃 藤 林 正 雄
市 川 清 美 金 子 宏 彦 坂 田 啓 一 對 馬 て み 藤 原 裕 貴 子
伊 藤 牧 子 菊 地 久 子 佐々木こずえ 津 田 敏 夫 船 橋 麗 子

　　　　あおもりいのちの電話は、相談電話、相談員養成費、広報活動費、センター管理費等で、年間550万円が
　　　必要です。皆様の温かいご理解とご支援で活動していますので、ご協力をよろしくお願いいたします。

　　　　（個　人）A:1万2千円　B :1万円　C :5千円　D:3千円
　　　　（団　体）A:10 万円　　B :5万円　C :3万円　D:1万円　

　　　　①郵便振替　　　　　　　　０２３００-２-３７６１　　特定非営利活動法人あおもりいのちの電話
　　　　②みちのく銀行　弘前営業部　（普）２００９９１４　　特定非営利活動法人あおもりいのちの電話　

☆　賛助会員（団体）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015 年年1月1日～2015 年7月15日　（敬称略／順不同）

☆　正会員（個人）

☆　賛助会員（個人）

東 奥 義 塾 高 校 沼 田 法 律 事 務 所 岡 本 内 科 医 院
日 本 基 督 教 団 青 森 教 会 弘前学院聖愛中学・高等学校 日 本 基 督 教 団 七 戸 教 会
日 本 基 督 教 団 大 三 沢 教 会 日 本 基 督 教 団 弘 前 教 会 ミ カ ミ 歯 科
弘 前 Y W C A サ ム エ ル 保 育 園 ㈱ ア ッ プ ル ケ ミ ス ト

カ ト リ ッ ク 本 町 教 会 ダ ビ デ 保 育 園 大 津 医 院
日 本 基 督 教 団 田 名 部 教 会 日 本 基 督 教 団 大 鰐 伝 道 所 ㈱ レ ン ゴ ウ 事 務 機

資金ボランティアとして皆様のご支援を！

日 本 基 督 教 団 五 所 川 原 教 会 十 和 田 済 誠 会 病 院 ㈲ き ら ら メ デ ィ カ ル

　　☆　正会員　
　　　（個　人）年間　1万2千円

　　☆　賛助会員　　

㈲ タ ム ラ オ ー ト サ ー ビ ス 弘 前 学 院 宗 教 部 ㈱ ゆ と り 工 房

　　◇振込先

「いのちの電話」統一番号 ０５７０-７８３－５５６ (毎日１０時～２２時)

　　　　　　　特定非営利活動法人あおもりいのちの電話
　　　　　　　　〒036-8691 　　青森県弘前郵便局私書箱29号 　　　　発行日　　2015年8月1日

　　　　　　　　事務局　　TEL　0172-38-4343 　　　　発行人　　石川　敞一
　　　　　FAX　0172-38-5355　　 　　　　編　集　　事務局



Ⅵ． 青森県補助事業
施実のルヤイダーリフ防予殺自のめたの民県・業事談相話電．Ⅰ

0）0：12～00:21 施（実日1月毎休無中年　　00:12～00:21　間時付受・
氏男邦田柳：師講　日82月2　　座講開公・名34員談相働実･台2　機話電・

Ⅱ．相談員養成・研修事業
（１）第21期生相談員養成
・養成講座第１課程

「傾聴から始まるカウンセリング基礎講座」
5月31日～7月19日（毎週土曜日）　於：弘前市 Ⅰ．電話相談事業

休無中年　　00:12～00:21　間時付受・名32　者講受
台2　機話電・日62月7　接面の者望希員談相・

業事修研・成養員談相．Ⅱ名51　者望希
成養員談相生期22第）１（）練訓礎基係関間人（程課2第・
程課１第座講成養・日4月01,日82,日31,日6月9

」座講グンリセンウカるま始らか聴傾「日12～日02月9会修研泊1
市前弘、市田和十：所場催開名41者講受
）日曜土週毎（日11月7～日03月5）他応対と解理の患疾神精（程課3第・

（7月18日）接面の者望希員談相・日31月21,日92，日51,日8月11
～月8）練訓礎基係関間人（程課2第・名41者講受

日4～日3月01　修研泊宿・）グンイレプルーロ（程課4第・
1月31日, 2月7日, 日, 14日, 21日, 28日, 3月7日 ・第3課程（精神疾患の理解と対応他）11月

月4～月3）グンイレプルーロ（程課4第・日11,日4月4,日82,日12,日41
修研員談相）２（名41者講受

日92月8,日32月5会修研体全・修研員談相）２（
　日13月01　会修研ーターテリシァフ・日42月5　Ⅰ会修研体全・

氏宏正高日：師講日1月11　会修研ーターテリシァフ・
講師：福山清蔵氏 ・一日研修会　11月1日　講師：日高正宏氏

・一日研修会　11月2日 講師：福山清蔵氏 ・継続研修会　 毎月1回開催　
月7～月5　Ⅲ会修研プッアルキス・　催開回1月毎　会修研続継・

・スキルアップ研修会Ⅱ　6月25日, 7月8日, 9月25日 Ⅲ．普及・広報事業
行発」話電のちのいりもおあ「紙関機・日82,日9月01

行発44,34№　　　　業事報広・及普．Ⅲ
布配ドーカニミ、ータスポ用知周・」話電のちのいりもおあ「紙関機・

・カルチャアロード出展　　
　定未　トーサンコーィテリャチ・布配ドーカニミ,ータスポ用知周・

営運務会．Ⅳ日82月11　　会語落ーィテリャチ・
催開の議会諸）１（氏太三小家柳：演出

　会員委修研・　会事理・営運務会．Ⅳ
会員委報広・催開の議会諸）１（

加参の等会修研、議会諸係関盟連）２（回4　会事理・
　議会長局務事・　会総盟連・回21　会員委修研・

ムウジポンシ防予殺自本日・回4　会員委報広・
ーナミセ当担者修研・　会修研員談相国全・加参の等修研、議会諸係関盟連）２（

業事助補省働労生厚．Ⅴ京東：於　日5月6　会総盟連・
施実」話電のちのい防予殺自「ルヤイダーリフ・京東：於　日3～日1月7　議会長局務事・

0）0:12～00:21 施（実日01月毎馬群：於　日51～日31月11　会修研員談相国全・
・日本自殺予防シンポジウム　9月3日　於：北九州 ・自殺予防講演会　未定　

業事助補県森青．Ⅵ業事助補省働労生厚．Ⅴ
・フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」実施 ・県民のための自殺予防フリーダイヤルの実施

日51は月10）0:12～00:21 施（実日1月毎）00：12～00:21 施（実日01月毎
・自殺予防講演会　8月30日　講師：吉田宏美氏 ・公開講座　3月12日（土）　講師：水谷修氏

2014年度事業報告・2015年度事業計画

◇2014年度事業報告

        ◇2015年度事業計画

　　　　　　　　　　　　[　2014年度決算・2015年度予算　]

〈収入の部〉 〈支出の部〉
科　　　目 14年度決算 15年度予算 科　　　目 14年度決算 15年度予算
1.会費収入 1.事業費
1)正会員費 474,000 600,000 1) 電話相談業務事業費 1,830,000
2)賛助会員費 2,255,177 2,400,000 2) 相談員養成・研修事業費 2,200,000
2.事業収入 3) 活動普及啓発事業費 280,000
1)受講料 465,000 350,000 2.管理費 1,000,000

3.寄付金 217,844 150,000 3.分担金 120,000
4.補助金 1,840,000 1,840,000 4.予備費 50,000
5.配分金 100,000 100,000 小　　　計 5,480,000
6.雑収入 38,073 27,035 5.次年度繰越金 300,000
小　　　計 5,390,094 5,467,035 支出合計 5,780,000
7.前年度繰越金 299,168 312,965 　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）
　　収入合計 5,689,262 5,780,000

１．A.年代別

念慮 危険 予告通告 実行中 計 　　3,095件のうち、自殺志向は

男性 214 14 5 0 233
女性 201 12 7 0 220 　（男性：12.1％　女性：18.9％）

計 415 26 12 0 453

４．開局からの総受信件数　68,729件（男性：44,29 2件　　女性：24,437件）

　　B.問題別

   ◇2014年度　あおもりいのちの電話　受信状況　　　2014年4月〜2015年3月

◇総受信数　3,095件　（男性：1,934件　　女性：1,161件）

２．自殺志向件数　

　　全体の14.6％を占めている。

３．県民フリーダイヤル　　　45件（男性：5件　　女性：40件）
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1,837,436
2,216,270
123,402
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117,000
33,720

5,376,297
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5,689,262
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